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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和3年4月30日(2021.4.30)

【公表番号】特表2021-509150(P2021-509150A)
【公表日】令和3年3月18日(2021.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2021-014
【出願番号】特願2020-536062(P2020-536062)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   8/12     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   9/46     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/60     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/147    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ   38/00     ３０３Ｕ
   Ｃ２１Ｄ    8/12     　　　Ｂ
   Ｃ２１Ｄ    9/46     ５０１Ａ
   Ｃ２２Ｃ   38/60     　　　　
   Ｈ０１Ｆ    1/147    １７５　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月26日(2020.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重量％で、Ｓｉ：２．０～４．５％、Ｃ：０．００５％以下（０％を除外する）、Ｍｎ
：０．００１～０．０８％、Ｐ：０．００１～０．１％、Ｃｕ：０．００１～０．１％、
Ｓ：０．０００５～０．０５％、Ｓｅ：０．０００５～０．０５％、Ｂ：０．０００１～
０．０１％、及びＭｏ：０．０１～０．２％を含み、残部はＦｅおよびその他の不可避不
純物からなり、
　ＳおよびＳｅをその合計量で０．００５～０．０５重量％含む、方向性電磁鋼板。
【請求項２】
　Ｂ：０．００１１～０．０１重量％を含む請求項１に記載の方向性電磁鋼板。
【請求項３】
　Ａｌ：０．０００１～０．０１重量％及びＮ：０．０００５～０．００５重量％をさら
に含む請求項１又は２に記載の方向性電磁鋼板。
【請求項４】
　Ｃｒ：０．００１～０．１重量％、Ｓｎ：０．００５～０．２重量％、及びＳｂ：０．
００５～０．２重量％のうちの１種以上をさらに含む請求項１乃至３のいずれか１項に記
載の方向性電磁鋼板。
【請求項５】
　重量％で、Ｓｉ：２．０～４．５％、Ｃ：０．００１～０．１重量％、Ｍｎ：０．００
１～０．０８％、Ｐ：０．００１～０．１％、Ｃｕ：０．００１～０．１％、Ｓ：０．０
００５～０．０５％、Ｓｅ：０．０００５～０．０５％、Ｂ：０．０００１～０．０１％
、及びＭｏ：０．０１～０．２％を含み、残部はＦｅおよびその他の不可避不純物からな
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り、Ｓ及びＳｅをその合計量で０．００５～０．０５重量％含むスラブを製造する段階と
、
　前記スラブを加熱する段階と、
　前記スラブを熱間圧延して熱延板を製造する段階と、
　前記熱延板を冷間圧延して冷延板を製造する段階と、
　前記冷延板を１次再結晶焼鈍する段階と、
　１次再結晶焼鈍が完了した冷延板を２次再結晶焼鈍する段階とを含む方向性電磁鋼板の
製造方法。
【請求項６】
　前記熱延板を製造する段階以後、前記熱延板はエッジクラック最大深さが２０ｍｍ以下
である請求項５に記載の方向性電磁鋼板の製造方法。
【請求項７】
　前記１次再結晶焼鈍が完了した冷延板は、（Ｆｅ、Ｍｎ、Ｃｕ）Ｓおよび（Ｆｅ、Ｍｎ
、Ｃｕ）Ｓｅのうちの１種以上の析出物を含む請求項５又は６に記載の方向性電磁鋼板の
製造方法。
【請求項８】
　前記１次再結晶焼鈍する段階は、５０℃～７０℃の露点温度および水素および窒素混合
雰囲気で行われる請求項５乃至７のいずれか１項に記載の方向性電磁鋼板の製造方法。
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